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(57)【要約】
　染料昇華法における染料廃棄物の制御のための固定／
転写装置。装置は、繊維製品入口；繊維製品出口；ヒー
トプレス又は加熱ドラム；前記ヒートプレスを通って前
記繊維製品入口から前記繊維製品出口に前記繊維製品を
駆動するための無端ベルトであって、前記ヒートプレス
が、少なくとも一種の前記染料の昇華を起こすのに十分
な温度に保持されているもの；及び前記無端ベルトをク
リーニングするためのクリーニングステーションであっ
て、前記繊維製品出口の下流及び前記繊維製品出口の上
流に位置されているものを含む。供給ベルトは、昇華が
クリーニングを助けるようにクリーニングステーション
で加熱されることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　昇華染料の固定／転写のためのカレンダーであって、
　繊維製品入口；
　繊維製品出口；
　ヒートプレス又は加熱ドラム；
　前記ヒートプレスを通って前記繊維製品入口から前記繊維製品出口に前記繊維製品を駆
動するための無端ベルトであって、前記ヒートプレスが、少なくとも一種の前記染料の昇
華を起こすのに十分な温度に保持されているもの；及び
　前記無端ベルトをクリーニングするためのクリーニングステーションであって、前記繊
維製品出口の下流及び前記繊維製品出口の上流に位置されているもの
を含むカレンダー。
【請求項２】
　前記繊維製品が、前記ベルトと物理的に接触しており、前記クリーニングステーション
が、前記ベルトからの染料残留物をクリーニングするように構成されている、請求項１に
記載のカレンダー。
【請求項３】
　前記クリーニングステーションが、前記ベルトの表面の上を拭くことによってクリーニ
ングするスキージーを含む、請求項１又は２に記載のカレンダー。
【請求項４】
　前記クリーニングステーションが、前記ベルトにクリーニング液を付与するためのアプ
リケーターを含む、請求項１又は２に記載のカレンダー。
【請求項５】
　前記ベルトが、滑らかな非吸収性表面を含む、請求項１，２又は３に記載のカレンダー
。
【請求項６】
　前記ベルトが、吸収性材料を含む、請求項１，２又は４に記載のカレンダー。
【請求項７】
　クリーニングを助けるために前記無端ベルトの上のインク残留物の昇華を起こすための
加熱ユニットを前記クリーニングステーションに含む、請求項１～６のいずれかに記載の
カレンダー。
【請求項８】
　前記カレンダーが、ドラム、及び前記ドラムの表面をクリーニングするためのドラムク
リーニングステーションを含み、前記クリーニングユニットが、前記出口点の下流及び前
記入口点の上流に位置される、請求項１～７のいずれかに記載のカレンダー。
【請求項９】
　前記カレンダーが、ある長さを有する直線状の圧盤を含み、前記圧盤が、前記長さに沿
って温度プロファイルを形成するために異なる位置で独立して加熱可能である、請求項１
～７のいずれかに記載のカレンダー。
【請求項１０】
　前記カレンダーが、第二無端ベルト及び第二無端ベルトクリーニングステーションをさ
らに含み、前記第二無端ベルトクリーニングステーションが、前記出口点の下流及び前記
入口点の上流に位置される、請求項８又は９に記載のカレンダー。
【請求項１１】
　昇華染料の固定／転写のためのカレンダーであって、
　繊維製品入口；
　繊維製品出口；
　ヒートプレス；
　前記インクアプリケーター及び前記ヒートプレスを通って前記繊維製品入口から前記繊
維製品出口に繊維製品を駆動するための無端ベルトであって、前記ヒートプレスが、前記
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ベルトの上の繊維製品に圧力を付与するように構成され、前記ヒートプレスがさらに、前
記染料の昇華を起こすために十分な温度に加熱されるもの；及び
　前記染料の昇華から生じる蒸気を除くための真空源
を含むカレンダー。
【請求項１２】
　前記繊維製品が、前記少なくとも一種の染料の付与中に前記ベルトと接触しており、前
記ベルトからの染料残留物をクリーニングするために、クリーニングステーションが、前
記繊維製品入口の下流及び前記繊維製品出口の上流に位置される、請求項１１に記載のカ
レンダー。
【請求項１３】
　前記クリーニングステーションが、前記ベルトの表面の上を拭くことによってクリーニ
ングするスキージーを含む、請求項１１に記載のカレンダー。
【請求項１４】
　前記クリーニングステーションが、前記ベルトにクリーニング液を付与するためのクリ
ーニングアプリケーターを含む、請求項１１に記載のカレンダー。
【請求項１５】
　前記無端ベルトが、滑らかな非吸収性表面を含む、請求項１１～１４のいずれかに記載
のカレンダー。
【請求項１６】
　前記無端ベルトが、吸収性材料を含む、請求項１１～１４のいずれかに記載のカレンダ
ー。
【請求項１７】
　クリーニングを助けるために前記無端ベルトの上のインク残留物の昇華を起こすための
加熱ユニットを前記クリーニングステーションに含む、請求項１１～１６のいずれかに記
載のカレンダー。
【請求項１８】
　前記ヒートプレスが、カレンダーを含む、請求項１１～１７のいずれかに記載のカレン
ダー。
【請求項１９】
　前記カレンダーが、ドラムを含む、請求項１８に記載のカレンダー。
【請求項２０】
　前記カレンダーが、第二無端ベルトを含む、請求項１８に記載のカレンダー。
【請求項２１】
　カレンダー及び昇華染料を使用する方法であって、
　繊維製品を無端ベルトと接触させること；
　前記ベルトを使用してヒートプレスに対して前記繊維製品を駆動すること；
　前記繊維製品の上で少なくとも一種の感温性染料の昇華を誘発させるのに十分な温度で
前記ヒートプレスを維持すること；
　前記繊維製品を除去すること；及び
　前記無端ベルトをクリーニングすること
を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、その一部の実施形態では、染料昇華を使用する繊維製品プリンター（ｔｅｘ
ｔｉｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｒ）で使用するためのヒートプレス又はカレンダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル印刷は、グラフィック産業の異なる支流で伝統的な方法を置き換えてきた。こ
の置き換えには多数の理由があり、主な原動力は、コスト効率、プリントを個人に合わせ
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るための可能性、及びフレキシビリティである。
【０００３】
　繊維製品印刷ビジネスは、グラフィック産業の一部であり、同じ傾向が当てはまる。伝
統的なスクリーン印刷は、多数の色及び写真画像を要求するプリント及び短い生産時間の
ためにインクジェット及び昇華印刷を使用するデジタル繊維製品印刷法によって置き換え
られている。デジタルの選択は、プリントの個人化のために理想的であり、それは、今日
極めて一般的である。
【０００４】
　昇華印刷は、感熱性インクを使用する技術である。これらのインクは、熱の影響下で気
体に変わり、１００％ポリエステル媒体のような種々の繊維製品媒体と組み合わされる。
インクは、布の上の画像が多数回の洗濯後であっても色あせたり又はクラックを生じない
ように、実際には材料の構造の一部になることができる。インクは、転写紙又はブランケ
ットを使用して繊維製品に転写されることができる。ＵＳ２００８０２２９９６２Ａ１（
Ｓｈｅｄｄら）は、昇華転写紙の一例に関する。
【０００５】
　カレンダー加工は、繊維製品の仕上げプロセスとして使用され、一般的には材料を平滑
化、被覆又は薄膜化したり、昇華インクが使用されるときに昇華を起こすために使用され
る。布は、ローラーを通って、又はローラーとドラムの間を通って、高い温度及び圧力で
インクが付与される。高い温度は、迅速な昇華を生じ、インク蒸気雲に導く。蒸気は、繊
維製品に戻り、画像をぼんやりとさせるか、又は作業者に対する呼吸問題を生じうる。
【０００６】
　布によって吸収されなかった過剰のインクは、画像にしみを付けないように吸収される
ことが必要である。従って、繊維製品は、移動ベルトの上に置かれ、紙（「保護／クラフ
ト紙」）は、一般的に繊維製品とベルトの間に置かれてインクを吸収する。紙は、過剰の
インクを拭きとり、廃棄され、新しい紙は、次のサイクルのために使用される。従って、
次のサイクルは、クリーンなシステムで始まる。もし過剰のインクが継続中にまだ何らか
の形で存在するなら、そのとき新しい画像のゴーストが発生する。従って各画像を新しい
紙ですることが重要である。一つの実施では、布の上に作られるプリントの鏡像が転写紙
の上に与えられる。転写紙は、布の上に置かれ、ヒートプレス又はカレンダーに移動され
、昇華プロセスを実施して紙から布へと画像を転写する。かかる場合において、布の転写
側は、新しい転写が使用されるときにカレンダーの上に配置される染料からいかなる場合
も保護される。従って、布の新しい画像又は部分の上にゴースト発生の問題がない。しか
しながら、転写紙から遠い布の他の側は、吸収されたインクの影響から保護されることが
必要であり、これは、布に浸透する染料がカレンダー中に入って汚染することを防止する
ために別の保護紙を使用して達成される。
【０００７】
　インクが布の上に直接印刷される第二の実施（直接印刷）は、保護紙での布の両側から
のカレンダーの保護を要求する。
【０００８】
　ベルトカレンダーは、２００１年５月３日に出願された米国特許第７０００５３６号（
Ｍａｒｋｕｓ　Ｌａｉｔｉｌａら）に開示されている。
【０００９】
　従って、現在の技術では、保護紙又は薄葉紙は、カレンダー又はヒートプレスにおける
過剰の染料の吸収のために使用され、ドラム／圧盤及び／又はブランケットを過剰のイン
クから保護し、画像を汚れから保護する。紙は、一般的には布とドラムの間に位置され、
布中に浸透しない過剰のインクを吸収する。
【００１０】
　保護紙は、昇華カレンダー又はヒートプレスプロセスの消費可能な廃棄製品である。好
適な保護紙は、カレンダーの製造者によって与えられることが多い。
【００１１】
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　紙を交換するための一定の要求は、不経済である。紙は、昇華による粒子の雲を制御す
ることに何ら関係がない。
【発明の概要】
【００１２】
　本実施形態は、直接クリーニングされることができる無端供給ベルト、又は直接クリー
ニングされるドラムを与えることができる。従って、保護紙は、必要とされない。
【００１３】
　本実施形態では、ドラム又は圧盤は、移動ベルト、一般的には供給ベルトによって保護
されることができるか、又は供給ベルト及び圧力ベルトが存在することができる。供給ベ
ルトは、無端ベルトであり、ベルト、又は両ベルト、又はベルトとドラムのいずれかがそ
れらの作動時にクリーニングされることができる。供給ベルト（そのことについては圧力
ベルト）は、布から過剰の染料を吸収する機能を果たすことができ、次の画像を形成する
際に関与する前にクリーニングされることができる。
【００１４】
　本発明の一部の実施形態の態様によれば、昇華染料の固定／転写のためのカレンダーが
提供され、それは、繊維製品入口；繊維製品出口；ヒートプレス又は加熱ドラム；前記ヒ
ートプレスを通って前記繊維製品入口から前記繊維製品出口に前記繊維製品を駆動するた
めの無端ベルトであって、前記ヒートプレスが、少なくとも一種の前記染料の昇華を起こ
すのに十分な温度に保持されているもの；及び前記無端ベルトをクリーニングするための
クリーニングステーションであって、前記繊維製品出口の下流及び前記繊維製品出口の上
流に位置されているものを含む。
【００１５】
　一実施形態では、前記繊維製品が、前記ベルトと物理的に接触しており、前記クリーニ
ングステーションが、前記ベルトからの染料残留物をクリーニングするように構成されて
いる。
【００１６】
　一実施形態では、前記クリーニングステーションが、前記ベルトの表面の上を拭くこと
によってクリーニングするスキージーを含む。
【００１７】
　一実施形態では、前記クリーニングステーションが、前記ベルトにクリーニング液を付
与するためのアプリケーターを含む。
【００１８】
　一実施形態では、前記ベルトが、滑らかな非吸収性表面を含む。
【００１９】
　一実施形態では、前記ベルトが、吸収性材料を含む。
【００２０】
　一実施形態は、クリーニングを助けるために前記無端ベルトの上のインク残留物の昇華
を起こすための加熱ユニットを前記クリーニングステーションに含むことができる。
【００２１】
　一実施形態は、ドラム、及び前記ドラムの表面をクリーニングするためのドラムクリー
ニングステーションを含み、前記クリーニングユニットが、前記出口点の下流及び前記入
口点の上流に位置されることができる。
【００２２】
　一実施形態は、ある長さを有する直線状の圧盤を含み、前記圧盤が、前記長さに沿って
温度プロファイルを形成するために異なる位置で独立して加熱可能であることができる。
【００２３】
　一実施形態は、第二無端ベルト及び第二無端ベルトクリーニングステーションをさらに
含み、前記第二無端ベルトクリーニングステーションが、前記出口点の下流及び前記入口
点の上流に位置されることができる。
【００２４】
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　本発明の第二態様によれば、昇華染料の固定／転写のためのカレンダーが提供され、そ
れは、繊維製品入口；繊維製品出口；ヒートプレス；前記インクアプリケーター及び前記
ヒートプレスを通って前記繊維製品入口から前記繊維製品出口に繊維製品を駆動するため
の無端ベルトであって、前記ヒートプレスが、前記ベルトの上の繊維製品に圧力を付与す
るように構成され、前記ヒートプレスがさらに、前記染料の昇華を起こすために十分な温
度に加熱されるもの；及び前記染料の昇華から生じる蒸気を除くための真空源を含む。
【００２５】
　一実施形態では、前記繊維製品が、前記少なくとも一種の染料の付与中に前記ベルトと
接触しており、前記ベルトからの染料残留物をクリーニングするために、クリーニングス
テーションが、前記繊維製品入口の下流及び前記繊維製品出口の上流に位置される。
【００２６】
　本発明の第三態様によれば、カレンダー及び昇華染料を使用する方法が提供され、それ
は、繊維製品を無端ベルトと接触させること；前記ベルトを使用してヒートプレスに対し
て前記繊維製品を駆動すること；前記繊維製品の上で少なくとも一種の感温性染料の昇華
を誘発させるのに十分な温度で前記ヒートプレスを維持すること；前記繊維製品を除去す
ること；及び前記無端ベルトをクリーニングすることを含む。
【００２７】
　別途定義されない限り、本明細書で使用されるすべての技術的用語および／または科学
的用語は、本発明が属する技術分野の当業者によって一般に理解されるのと同じ意味を有
する。本明細書に記載される方法および材料と類似または同等である方法および材料を本
発明の実施または試験において使用することができるが、例示的な方法および／または材
料が下記に記載される。矛盾する場合には、定義を含めて、本特許明細書が優先する。加
えて、材料、方法および実施例は例示にすぎず、限定であることは意図されない。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
　本明細書では本発明のいくつかの実施形態を単に例示し添付の図面を参照して説明する
。特に詳細に図面を参照して、示されている詳細が例示として本発明の実施形態を例示考
察することだけを目的としていることを強調するものである。この点について、図面につ
いて行う説明によって、本発明の実施形態を実施する方法は当業者には明らかになるであ
ろう。
【００２９】
【図１】図１は、本発明の一般化された実施形態を示す簡略化ブロック図である。
【００３０】
【図２】図２は、ドラム及び単一ベルトを有する、本発明の一実施形態を示す簡略化ブロ
ック図である。
【００３１】
【図３】図３は、ドラム、圧力ベルト、及び供給ベルトを有する、本発明の一実施形態を
示す簡略概略図である。
【００３２】
【図４】図４は、供給ベルト、圧力ベルト、及び圧盤を使用する、本発明の一実施形態を
示す簡略概略図である。
【００３３】
【図５】図５は、本発明の一実施形態による、昇華インクを使用し、供給ベルト及び任意
選択的に圧力ベルト及びドラムをクリーニングする方法を示す簡略化フローチャートであ
る。
【００３４】
【図６】図６は、昇華インクを使用し、ベルトを通して真空によって過剰の染料をポンピ
ングする方法を示す簡略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
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　本発明は、その一部の実施形態では、昇華染料の転写／固定のために使用されるヒート
プレス又はカレンダーに関する。
【００３６】
　衣料の上を含む、繊維製品及び布帛の上のカレンダー印刷では、インクを付与された布
帛は、高温のローラー又はドラムを通過し、圧力を付与される。一般的に、インクは、昇
華インクであり、高温は、迅速な昇華を起こし、インク蒸気雲に導く。それは、問題であ
り、あるレベルの制御下で維持されるべきである。さらに、布帛によって吸収されない過
剰のインクは、画像をだめにしないようにどこかに吸収されることが必要であり、それは
、ゴースト発生を避けるために次の画像が処理される前に除去されることが必要である。
【００３７】
　本実施形態は、制御下で、インク蒸気を含む過剰のインクを維持する供給ベルトを与え
る。ベルトは、プロセスからの過剰のインクを吸収する仕事を実施することができる。吸
収は、もしベルトが多孔性を有するなら助けられる。ベルトが十分に低い温度で保持され
るか又はその温度に到達するなら、即ちベルトが十分なレベルの凝華を起こすのに十分な
マージンで昇華温度より低い温度（一般的には１００～１２０℃を越えない）にあるのな
ら、凝華が起こり、ベルトは、カレンダーの外側でこれらの温度に到達することができる
。ベルトは、例えばクリーニングステーションで回転の間にクリーニングされることがで
きる。クリーニングステーションは、ベルト表面を拭きとるか、及び／又はクリーニング
液を使用するか、及び／又は加熱ユニットを使用するか、又は拭きとりとクリーニング液
の使用と加熱を組み合わせることができる。
【００３８】
　蒸気雲の制御は、真空引きによって実施されることができる。多孔性ベルトの場合には
、真空引きは、カレンダー内でベルトの背後から実施されることができる。滑らかなベル
トの場合には、ベルト自体が、蒸気を閉じ込め、真空引きは、カレンダーの出口に付与さ
れることができる。
【００３９】
　直線型のカレンダーは、温度プロファイルを固定／転写機に沿って設定することを可能
にする。
【００４０】
　用語「カレンダー」は、本明細書では、熱の下で繊維製品を押圧するドラム及びローラ
ーに関し、「カレンダー加工」は、カレンダー内での押圧の行為に関する。
【００４１】
　カレンダーは、ヒートプレスの一形態であり、本実施形態は、一般にインクの昇華をも
たらすためのヒートプレスの使用に及ぶ。
【００４２】
　本発明の少なくとも１つの実施形態を詳細に説明する前に、本発明は、その適用におい
て、下記の説明及び／又は図面に示される構成及び要素の配置及び／又は方法の細部に必
ずしも限定されないことを理解しなければならない。本発明は他の実施形態が可能であり
、あるいは、様々な方法で実施または実行される。
【００４３】
　図を参照すると、図１は、本実施形態によるカレンダーの一般化された概略を示す簡略
図である。機械１０は、感熱性インク又は染料の染料昇華を使用した、ロールのような布
、又は衣料形態のようなカット物における繊維製品の昇華プロセスのために意図される。
機械１０は、繊維製品が装置中に、特に無端供給ベルト１４の上に挿入される挿入点１２
を含む。印刷は、インクジェットもしくはスクリーン印刷又は他の方法によるインクの付
着を使用して実施されることができ、又は繊維製品への転写のために既に印刷された転写
紙の挿入を含むことができる。用語「インク」及び「染料」は、本明細書では交換可能に
使用されることが注意される。
【００４４】
　無端ベルトは、繊維製品を繊維製品挿入点１２から駆動し、ヒートプレス２０を通って
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最終的に繊維製品出口１８に到着する。ヒートプレスは、高められた温度及び圧力レベル
を繊維製品に付与することができ、染料のタイプに依存して、一般的に１８０～２２０℃
の範囲である、染料（単数又は複数）の昇華を起こすのに十分な温度で保持される。ヒー
トプレスは、一般的には、しかし必須ではないが、カレンダーであることができる。転写
の場合には、転写紙は、繊維製品とともにカレンダーに入り、画像の転写は、カレンダー
内で行なわれることができる。
【００４５】
　画像は、ヒートプレスにおいて繊維製品の上に固定され、次いで繊維製品は、出口１８
でカレンダーから取り出される。無端ベルトは、クリーニングステーション２２を通って
から挿入点１２に向かって継続する。クリーニングステーションは、示されたように、出
口の下流及び挿入点の上流に位置され、次の使用前に無端ベルトをクリーニングする。繊
維製品は、ヒートプレス中にいながらベルトと物理的に接触すると、インク残留物がベル
ト上に残り、クリーニングステーションで除去される。
【００４６】
　クリーニングステーションは、ベルトを物理的にクリーニングすることができる。例え
ば、クリーニングステーションは、ベルトの表面の上を拭くことによって操作するスキー
ジーを使用することができる。クリーニングは、乾式で実施されることができる。
【００４７】
　クリーニングステーション２２は、代替的に又は追加的に湿式クリーニングを使用する
ことができる。クリーニング液は、アプリケーターからベルトに直接付与されることがで
きる。クリーニング液は、水又は他のいずれかの好適な溶媒であることができ、追加の洗
剤及び／又はＩＰＡ（イソプロピルアセテート）及び／又はアセトンを含むことができる
。
【００４８】
　さらに、上述の組み合わせを使用してもよく、そこではスキージーは、ベルトの表面の
上をクリーニング液で拭くのに役立つ。
【００４９】
　ベルト自体は、一つの実施形態では、滑らかな非吸収性表面、Ｔｅｆｌｏｎ（商標）を
含む。かかる非吸収性表面は、特に物理的クリーニングのために好適である。
【００５０】
　代替的に、ベルトは、吸収性材料、例えば多孔性又はスポンジ状の材料を含むことがで
きる。かかる材料は、湿式クリーニングのために好適である。かかる材料の例は、ポリウ
レタンを含む。
【００５１】
　実施形態では、供給ベルトは、多孔性材料からなることができ、クリーニングを必要と
する他の表面は、滑らかな材料からなることができる。
【００５２】
　多孔性ベルトの場合には、雲を取り除くためにベルトを横切って真空を付与することが
できる。滑らかなベルトの場合、ベルト自体が蒸気雲を閉じ込めることができ、真空は、
ヒートプレスの出口の真空源１６で付与されることが必要であるにすぎない。
【００５３】
　クリーニングステーションは、クリーニング中にベルトを加熱するためのクリーニング
ステーション加熱ユニット２４を含むことができる。その結果は、インク粒子のさらなる
昇華であり、この時間は、ベルトをクリーニングする。
【００５４】
　前述したように、ヒートプレスは、カレンダーであることができる。以下により詳細に
述べるように、カレンダーは、図２に示されるようにドラム及びローラーによって、又は
図３のように二つのベルト、ドラム、及びローラーによって、又は図４に示すように圧盤
、ローラー、及びベルトによって形成されることができる。
【００５５】
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　図５を参照すると、それは、カレンダー又はヒートプレス及び染料昇華を使用する昇華
機械の使用を示す簡略フローチャートである。この方法は、繊維製品がベルトと物理的に
接触するように入力位置で供給ベルトの上に印刷された繊維製品又は転写紙及び繊維製品
を挿入すること（ボックス５００）を含む。ボックス５０４で示されるように、カレンダ
ーは、染料を十分な温度に加熱し、繊維製品がカレンダーに対してベルトによって押圧さ
れるときに昇華を起こす。繊維製品は、ボックス５０６で示されるように取り除かれ、次
いでベルトがクリーニングされる（ボックス５０８）。
【００５６】
　図６を参照すると、それは、本発明の代替実施形態の使用を示す簡略フローチャートで
ある。再び、フローチャートは、カレンダー又はヒートプレス及び染料昇華を使用する昇
華機械の使用を示す。この方法は、繊維製品がベルトと物理的に接触するように入力位置
で供給ベルトの上に印刷された繊維製品又は転写紙及び繊維製品を挿入すること（ボック
ス５１０）を含む。ボックス５１４で示されるように、カレンダーは、染料を十分な温度
に加熱し、繊維製品がカレンダーに対してベルトによって押圧されるときに昇華を起こす
。ボックス５１６では、領域は、次いでインク昇華から蒸気を除去するように真空引きさ
れる。多孔性ベルトの場合には、真空引きは、ベルトを通してカレンダーにおいて実施さ
れることができる。滑らかなベルトの場合、ベルト自体がカレンダー内に蒸気を閉じ込め
ることができ、真空引きは、カレンダーの出口で実施されることができる。繊維製品は、
次いでボックス５１８に示されるように除去される。一般的に、ベルトは、前のフローチ
ャート及びボックス５０８のようにクリーニングされる。
【００５７】
　図２を参照すると、ドラム３２及び無端供給ベルト３４を有するカレンダー装置３０の
横断面が示されている。ドラムは、矢印３６によって示されるように反時計廻りで回転す
る。ベルトは、ドラムのまわりで同じ方向に回転し、カレンダー装置の周囲のまわりで反
対方向に回転する。繊維製品は、媒体挿入点３６で挿入され、ベルト３４によってドラム
３２のまわりで駆動され、媒体出口３８で送出される。繊維製品は、ドラム３２とベルト
３４の間に位置される。ドラム３２は、ローラー３９とともにカレンダーの一部であり、
繊維製品を加熱、押圧し、インクの昇華を起こし、過剰のインクを布中に吸収させる。蒸
気相にあるインクの一部は、ドラム又はベルトの上に収集することがあり、これがクリー
ニングが要求される理由である。任意の主蒸発ユニット４０は、蒸気を取り除く。
【００５８】
　出口３８での繊維製品の除去後、ドラムは、ドラムクリーニング蒸発ユニット４２及び
クリーニングユニット４４の上に回転する。蒸発ユニットは、蒸気を取り除き、次いでク
リーニングユニットは、スキージー４６及び／又はクリーニング液アプリケーター４８を
使用してドラムの表面をクリーニングし、かくしてインク残留物が続く画像の上にゴース
トを発生させることを防止する。
【００５９】
　同様のクリーニング機構がベルト３４のために与えられる。出口３８での繊維製品の除
去後、ベルトは、蒸発ユニット５０及びクリーニングユニット５２の上に供給される。蒸
発ユニットは、残留物の昇華を促進することを助け、次いでクリーニングユニットは、ス
キージー５４及び／又はクリーニング液アプリケーター５６を使用してベルトの表面をク
リーニングし、かくしてインク残留物が続く画像の上にゴーストを発生させることを防止
する。
【００６０】
　ベルトの上に残るいかなる残留物も識別するために任意選択的に検査カメラ５８を与え
てもよい。
【００６１】
　図３を参照すると、それは、本発明の実施形態による代替的なカレンダー装置６０であ
り、そこでは繊維製品は、二つのベルト、即ち外側ベルト６２と内側ベルト６４の間に位
置される。従って、繊維製品は、ベルトと物理的に接触しており、ドラム６６と直接接触
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しない。
【００６２】
　ドラムは、矢印６８によって示されるように反時計廻りに回転する。外側ベルト６２は
、ドラムのまわりで同じ方向に回転し、カレンダー装置の周囲のまわりで反対方向に回転
する。内側ベルト６４は、ドラムと同じ方向に回転する。繊維製品は、媒体入口７０に挿
入され、内側ベルト６２及び外側ベルト６４によってドラム６６のまわりで駆動され、媒
体出口７２で送出される。繊維製品は、内側ベルトと外側ベルトの間に位置され、従って
ドラムに接触しない。ドラム６６は、ローラー７４及び７６とともにカレンダーの一部で
あり、カレンダーは、繊維製品を加熱、押圧し、インクの昇華を起こし、過剰のインクを
内側ベルト又は外側ベルトの上に収集させる。主要蒸発ユニット７８は、インクを昇華さ
せる。
【００６３】
　出口７２での繊維製品の除去後、内側ベルトは、内側ベルトクリーニング蒸発ユニット
８０及びクリーニングユニット８２の上に供給される。蒸発ユニットは、内側ベルトから
蒸発気を取り除き、次いでクリーニングユニットは、スキージー８４及び／又はクリーニ
ング液アプリケーター８６を使用して内側ベルトの表面をクリーニングし、従ってインク
残留物が続く画像の上にゴーストを発生させることを防止する。
【００６４】
　同様のクリーニング機構が外側ベルト６２のために与えられる。出口３８での繊維製品
の除去後、ベルトは、外側ベルトクリーニング加熱ユニット８８及びクリーニングユニッ
ト９０の上に供給される。加熱ユニットは、ベルトを加熱して残留物の昇華を起こし、次
いでクリーニングユニットは、スキージー９２及び／又はクリーニング液アプリケーター
９４を使用してベルトの表面をクリーニングし、かくしてインク残留物が続く画像の上に
ゴーストを発生させることを防止する。
【００６５】
　クリーニングされなかった外側ベルト６２の上の残留物の領域を任意のカメラ９６で観
察してもよい。
【００６６】
　使用前に内側ベルト６４を任意の加熱ユニット９８で加熱してもよい。
【００６７】
　図４を参照すると、それは、本発明の実施形態による代替的なカレンダー装置１００で
あり、そこでは繊維製品は、二つのベルト、即ち上側ベルト１０２（圧力ベルト）と下側
ベルト１０４（供給ベルト）の間に位置される。この実施形態は、カレンダー加工のため
のドラムの代わりに圧盤１０６を使用することができる。従って、繊維製品は、ベルトと
物理的に接触しており、入口及び出口点は、カレンダーの反対側にある。両ベルトは、ク
リーニングされる。
【００６８】
　圧盤１０６は、両ベルトが繊維製品を運ぶ媒体入口１０８から出口１１０の方向に通り
すぎるので固定したままである。繊維製品は、媒体入口１０８に挿入され、上側ベルト１
０２及び下側ベルト１０４によって圧盤１０６の上を駆動され、媒体出口１１０で送出さ
れる。繊維製品は、上側ベルトと下側ベルトの間に位置され、圧盤１０６に接触しない。
圧盤は、圧力を与えるために圧盤に対してベルトを押すローラー１１２及び１１４ととも
にカレンダーの一部である。加熱ユニット１１６は、圧盤１０６を加熱し、熱及び圧力は
、インク残留物をベルトの上に集め、インクを昇華させる。任意の蒸発ユニット１１８は
、ベルトを通して蒸気を吸引することができる。
【００６９】
　出口蒸発ユニット１１９は、蒸発気を取り除くためにさらに役立つことができる。出口
１１０での繊維製品の除去後、下側ベルトは、下側ベルト加熱ユニット１２０及びクリー
ニングユニット１２２の上に回転する。加熱ユニット１２０は、下側ベルトを加熱して残
留物の昇華を起こし、次いでクリーニングユニット１２２は、スキージー１２４及び／又
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はクリーニング液アプリケーター１２６を使用して下側ベルトの表面をクリーニングし、
かくしてインク残留物が続く画像の上にゴーストを発生させることを防止する。
【００７０】
　同様のクリーニング機構は、上側ベルト１０２のために与えられる。出口１１０での繊
維製品の除去後、上側ベルトは、上側ベルトクリーニング加熱ユニット１２８及びクリー
ニングユニット１３０の上に供給される。加熱ユニット１２８は、上側ベルトを加熱して
残留物の昇華を起こし、次いでクリーニングユニット１３０は、スキージー１３２及び／
又はクリーニング液アプリケーター１３４を使用してベルトの表面をクリーニングし、か
くしてインク残留物が続く画像の上にゴーストを発生させることを防止する。
【００７１】
　クリーニングされなかった下側ベルト１０４の上の残留物の領域を任意のカメラ１３６
で観察してもよい。
【００７２】
　図４の実施形態は、ドラムの代わりに圧盤を使用する。圧力ベルトは、繊維製品及び第
一ベルトを圧盤に押すことによって繊維製品に圧力を与える。実施形態は、一連の加熱装
置の直線状配置を可能にし、単一温度よりむしろ制御可能な温度プロファイルを与える。
別個の加熱装置は、圧盤がその長さに沿った温度プロファイルを形成するように異なる位
置で独立して加熱されることを可能にする。
【００７３】
　かかる温度プロファイルにより、昇華のために必要とされる高い温度は、走行の規定さ
れた部分でのみ付与されることが必要であり、異なる温度は、異なる目的を達成するよう
に走行の他の部分で与えられることができる。特に、温度に対して特に感受性のある材料
は、必要とする最小時間に対してのみ昇華するために必要とされる高温で維持されること
ができ、プロセスの長さ及び時間に対してより多くの制御がある。
【００７４】
　温度プロファイルは別として、この配置は、材料制御のために利点を持つ。繊維製品材
料は、ドラム機械と同じ側に戻るというよりむしろ、一方の側から入り、反対側から出る
。
【００７５】
　本出願から成熟する特許の存続期間の期間中には、多くの関連するヒートプレス及びカ
レンダー装置並びに異なる種類の昇華インク及び染料が開発されることが予想され、対応
する用語の範囲は、すべてのそのような新しい技術を先験的に包含することが意図される
。
【００７６】
　用語「含む／備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ、ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ、ｉｎｃｌｕｄｅｓ
、ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「有する（ｈａｖｉｎｇ）」、およびそれらの同根語は、「
含むが、それらに限定されない（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ　ｂｕｔ　ｎｏｔ　ｌｉｍｉｔｅｄ
　ｔｏ）」ことを意味する。
【００７７】
　用語「からなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」は、「含み、それらに限定される（
ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ　ａｎｄ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」ことを意味する。
【００７８】
　本明細書中で使用される場合、単数形態（「ａ」、「ａｎ」および「ｔｈｅ」）は、文
脈がそうでないことを明確に示さない限り、複数の参照物を包含する。
【００７９】
　明確にするため別個の実施形態の文脈で記載されている本発明の特定の特徴が、単一の
実施形態に組み合わせて提供されることもできることは分かるであろう。逆に、簡潔にす
るため単一の実施形態の文脈で記載されている本発明の各種の特徴は、別個にまたは適切
なサブコンビネーションで、あるいは本発明の他の記載される実施形態において好適であ
るように提供されることもでき、本明細書は、全てのかかる組み合わせが明白に書かれて
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いるかのように解釈されるべきである。種々の実施形態の文脈において記載される特定の
特徴は、その実施形態がそれらの要素なしに動作不能である場合を除いては、それらの実
施形態の不可欠な特徴であると見なされるべきではない。
【００８０】
　本発明はその特定の実施態様によって記載してきたが、多くの別法、変更および変形が
あることは当業者には明らかであることは明白である。従って、本発明は、本願の請求項
の精神と広い範囲の中に入るこのような別法、変更および変形すべてを包含するものであ
る。
【００８１】
　本明細書で挙げた刊行物、特許および特許出願はすべて、個々の刊行物、特許および特
許出願が各々あたかも具体的にかつ個々に引用提示されているのと同程度に、全体を本明
細書に援用するものである。さらに、本願で引用または確認したことは本発明の先行技術
として利用できるという自白とみなすべきではない。節の見出しが使用されている程度ま
で、それらは必ずしも限定であると解釈されるべきではない。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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